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企
業
誘
致
を
積
極
的
に
推
進

進
出
企
業
に
固
定
資
産
税
の
減
免
措
置
を

経
済
建
設
常
任
委
員
長

　
村
田
　
安
男

一
日
も
早
い
支
給
を
望
む
定
額
給
付
金

総
務
常
任
委
員
長

　
浅
見
　
武
志

　
当
委
員
会
は
３
月
５
日
、

総
務
課
の
当
面
の
課
題
に
つ

い
て
調
査
し
た
。

　
定
額
給
付
金
の
現
状

　
定
額
給
付
金
は
、
平
成
21
年

３
月
４
日
に
国
会
で
法
案
が
成

立
し
、
事
業
実
施
が
決
定
し

た
。
こ
の
政
策
の
目
的
は
、
景

気
後
退
下
に
お
け
る
住
民
へ
の

生
活
支
援
を
行
い
、
ま
た
住
民

に
広
く
給
付
す
る
こ
と
に
よ

り
、
地
域
の
経
済
対
策
を
図
る

こ
と
で
あ
る
。

　
玉
村
町
で
は
、
住
民
に
支
給

す
る
給
付
金
総
額
を
約
５
億
６

０
０
０
万
円
と
試
算
し
て
お

り
、
対
象
者
は
約
３
万
８
０
０

０
人
と
見
込
ん
で
い
る
。
給
付

対
象
者
は
、
基
準
日
︵
平
成
21

年
２
月
１
日
︶
に
住
民
基
本
台

帳
に
記
載
さ
れ
て
い
る
人
、
ま

た
外
国
人
登
録
原
票
に
登
録
さ

れ
て
い
る
人
で
あ
る
。

　
給
付
額
は
一
人
１
万
２
０
０

０
円
。
た
だ
し
、
65
歳
以
上
の

人
、
18
歳
以
下
の
人
は
２
万
円

と
な
っ
て
い
る
。

　
各
自
治
体
で
定
め
る
交
付
要

綱
に
基
づ
き
給
付
が
行
わ
れ
る

が
、
で
き
る
だ
け
早
く
支
給
で

き
る
よ
う
努
力
す
る
と
の
こ
と

で
あ
る
。

　
住
民
の
た
め
に
、
一
日
も
早

い
支
給
を
目
指
し
て
ほ
し
い
。

　
住
民
か
ら
は
、
さ
ま
ざ
ま
な

要
望
や
問
題
が
持
ち
込
ま
れ
る

こ
と
が
予
想
さ
れ
る
が
、
き
め
細

や
か
な
対
応
を
期
待
し
て
い
る
。

　
現
在
は
、
最
初
の
支
給
日
を

４
月
末
と
す
る
方
針
で
処
理
が

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
号

が
発
行
さ
れ
る
こ
ろ
に
は
、
給

付
金
を
手
に
し
て
い
る
人
が
い

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
な
お
、
申
請
期
限
は
９
月
30

日
で
す
の
で
、
お
早
目
に
手
続

き
を
！

　
当
委
員
会
は
３
月
５
日
、

付
託
さ
れ
た
﹁
玉
村
町
企
業

立
地
の
促
進
等
に
よ
る
地
域

に
お
け
る
産
業
集
積
の
形
成

及
び
活
性
化
の
た
め
の
固
定

資
産
税
の
課
税
の
特
例
に
関

す
る
条
例
﹂
に
つ
い
て
審
査

し
た
。

　
玉
村
町
で
は
、
地
域
産
業
の

振
興
・
雇
用
の
創
出
・
財
政
基

盤
の
確
立
が
図
ら
れ
る
こ
と
を

期
待
し
て
、
企
業
誘
致
を
積
極

的
に
推
進
し
て
お
り
、
そ
の
優

遇
措
置
と
し
て
、
対
象
施
設
を

設
置
し
た
企
業
に
は
、
固
定
資

産
税
が
３
ヵ
年
を
限
度
に
免
除

さ
れ
る
。

　
こ
の
条
例
の
対
象
と
な
る
企

業
は
、﹁
ア
ナ
ロ
グ
関
連
産
業
﹂

﹁
基
盤
技
術
産
業
﹂
の
中
の
特

答
弁
　
ま
と
ま
っ
た
土
地
が
必

要
だ
が
、
企
業
誘
致
と
農
業
振

興
は
相
反
す
る
た
め
、
農
振
地

域
に
つ
く
る
と
な
れ
ば
調
整
に

時
間
が
か
か
る
。

島
田
委
員
　
東
部
工
業
団
地
に

限
ら
ず
、
玉
村
町
全
域
か
。

答
弁
　
当
町
全
域
が
集
積
区
域

で
あ
る
。

島
田
委
員
　
経
済
不
況
の
中
、

企
業
の
進
出
を
町
は
望
ん
で
い

る
。
有
利
な
状
況
を
つ
く
っ
て

ほ
し
い
。

茂
木
委
員
　
こ
の
条
例
は
、
企

業
誘
致
の
た
め
に
必
要
だ
。
企

業
進
出
を
決
断
す
る
一
助
に
な

る
と
思
う
。

　
表
決
の
結
果
、
賛
成
全
員
で

原
案
の
と
お
り
可
決
し
、
最
終

日
の
本
会
議
に
報
告
し
ま
し
た
。

定
さ
れ
た
製
造
業
で
あ
る
。

町
田
委
員
　
企
業
が
撤
退
し
た

跡
地
に
新
た
な
企
業
が
進
出
す

る
場
合
も
適
用
さ
れ
る
の
か
。

答
弁
　
該
当
す
る
。

茂
木
委
員
　
平
成
23
年
度
が
最

終
年
度
に
な
る
の
か
。

答
弁
　
平
成
23
年
度
ま
で
に
進

出
し
た
企
業
に
対
し
、
翌
年
か

ら
３
年
間
免
除
す
る
。

川
端
委
員
　
受
け
皿
と
な
る
土

地
の
状
況
は
ど
う
な
の
か
。

休日も受付が行われている申請窓口

東部工業団地の拡張予定区域
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子
育
て
支
援
の

　
さ
ら
な
る
充
実
・
強
化
を

文
教
福
祉
常
任
委
員
長

　
中
里
知
惠
子

当
町
と
同
様
”自
立
“
を
選
択
し
た

壬
生
町
を
視
察行

財
政
改
革
特
別
委
員
長

　
関
口
　
祝
嘉

　
当
委
員
会
は
２
月
９
日
、

栃
木
県
壬
生
町
を
視
察
研
修

し
た
。

　
壬
生
町
は
面
積
こ
そ
玉
村
町

の
２
・
5
倍
と
大
き
い
が
、
財
政

規
模
、
人
口
、
高
速
道
路
に
接
し

て
い
る
地
形
等
、
大
変
似
て
お

り
、
行
財
政
改
革
に
ど
の
よ
う

に
取
り
組
ん
で
い
る
か
玉
村
町

と
比
較
し
な
が
ら
調
査
し
た
。

　
調
査
の
結
果
、
行
財
政
改
革

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
は
、
形

は
違
っ
て
い
る
が
、
玉
村
町
の

経
営
改
革
大
綱
及
び
実
施
計
画

と
大
差
な
く
、
改
革
は
道
半
ば

と
の
感
じ
で
あ
っ
た
。

　
玉
村
町
と
同
じ
よ
う
に
自
立

を
選
択
し
た
こ
と
は
、
健
全
な

財
政
運
営
と
伝
統
的
な
医
療
関

係
の
充
実
や
歴
史
、
文
化
、
教

育
に
育
ま
れ
た
ゆ
と
り
の
あ
る

町
と
い
う
印
象
を
強
く
感
じ

た
。
大
い
に
参
考
に
し
た
い
。

［壬生町 概要］

人　　口 3 万 9,919 人

面　　積 61.08 km2

標　　高 59.36m

町の機構 ５部・３局・16課・60 係

正職員数 283 人

［財政状況］

20 年度一般会計 112 億 8,000 万円

基　金 47億 3,000 万円

財政力指数…0.736　経常収支比率…89.6％

公債費比率…8.2％　実質公債費比率…4.9％

（いずれも平成 19 年度)

印象は「ゆとりある町」

楽しく子育て（地域子育て支援センター）

　
当
委
員
会
は
３
月
６
日
、

子
ど
も
育
成
課
・
健
康
福
祉

課
の
当
面
の
課
題
に
つ
い
て

調
査
し
た
。

 

次
世
代
育
成
支
援
地
域
行

動
計
画
︵
後
期
計
画
︶
策
定

の
進
捗
状
況

 

施
設
介
護
と
在
宅
介
護
の

今
後
の
取
り
組
み

 

平
成
21
年
度
に
策
定
さ
れ

る
後
期
行
動
計
画
に
は
、
次
の

12
項
目
が
盛
り
込
ま
れ
る
。

　

通
常
保
育
事
業

　

特
定
保
育
事
業

　

延
長
保
育
事
業

　

夜
間
保
育
事
業

　

ト
ワ
イ
ラ
イ
ト
ス
テ
イ
事
業

　

休
日
保
育
事
業

　

病
児
・
病
後
児
保
育
事
業

　

放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業

　

地
域
子
育
て
支
援
拠
点
事
業

　

一
時
保
育

　

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
事
業

　

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
事
業

　
少
子
化
が
進
む
中
、
子
育
て

支
援
の
さ
ら
な
る
充
実
・
強
化

を
図
る
取
り
組
み
を
行
う
。

施
設
系
サ
ー
ビ
ス
と
し
て

は
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

﹁
に
し
き
の
園
﹂
が
あ
る
。
新
規

に
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

﹁
タ
マ
ビ
レ
ッ
ジ
﹂
が
建
設
さ

れ
る
。

　
居
宅
系
サ
ー
ビ
ス
と
し
て

は
、
認
知
症
対
応
型
共
同
生
活

介
護
の
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
た
ま

む
ら
﹁
や
す
ら
ぎ
の
家
﹂、
小
規

模
多
機
能
型
居
宅
介
護
の
﹁
タ

マ
ム
ラ
メ
デ
ィ
カ
ル
藤
川
﹂
が

あ
る
。

　
小
規
模
多
機
能
型
の
施
設

を
、
平
成
23
年
度
ま
で
に
民
間

施
設
と
し
て
２
ヵ
所
開
所
予
定

で
あ
る
。

 

計
画
を
策
定
す
る
目
的
は
、

よ
り
よ
い
少
子
化
対
策
を
行
う

こ
と
で
あ
る
。
住
民
の
生
の
声

を
受
け
止
め
、
全
国
画
一
的
な

も
の
に
な
ら
な
い
よ
う
注
意
す

べ
き
で
あ
る
。

 

通
所
サ
ー
ビ
ス
は
今
後
か

な
り
充
実
す
る
と
思
わ
れ
る

が
、
利
用
者
が
増
え
れ
ば
、
介

護
保
険
に
跳
ね
返
っ
て
く
る
と

予
想
さ
れ
る
。
十
分
な
検
討
を

重
ね
、
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
。


